
電極材料用カーボンナノファイバー

応用分野

検体中の核酸を回収する方法
特願2021-179373号 出願日：2021年11月2日

環境DNAの分離・抽出と分析に係る労力を大幅に軽減する技術

開発技術の特徴

＜お問い合わせ＞愛知県経済産業局産業部産業科学技術課研究開発支援グループ
〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目1番2号

TEL：052-954-6370 E-mail: san-kagi@pref.aichi.lg.jp

〇環境DNA分析に限らず、様々な用途のDNA抽出（ウイルス、バクテリア等の
病原体調査・動植物の遺伝子解析・DNA調査キットの開発 など）に活用

 水や土壌などの環境中に含まれる生物由来のDNA（環境DNA )を分析するこ
とにより、生物の在不在を明らかする技術開発が進んでいる。従来の環境DNA
のろ過分離・抽出法は、専用の機器を用いる必要があり、採水した環境水を実
験施設に持ち帰らなければならなかった。そのため、検体数が多くなると、運
搬に多大な労力を要し、広範囲な調査やより詳細な調査を行う際の制限要因と
なっていた。

 吸引ろ過器やポンプ等が不要なため、現場で環境DNAを分離・抽出できる。
 DNA濃度が高く、粗精製DNAでも増幅可能なLAMP法での分析に最適。

図 本発明と従来技術の比較図
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電極材料用カーボンナノファイバー

応用分野

局所温度調節装置及び局所温度調節装置を用いた育成方法

特許第5243985号 出願日：2009年2月5日

局所温度調節装置を用いて、株基部に花芽を形成する植物を対象に、花
芽分化及び開花制御を行い、低エネルギーで植物の生育を調節する

開発技術の特徴

＜お問い合わせ＞愛知県経済産業局産業部産業科学技術課研究開発支援グループ
〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目1番2号

TEL：052-954-6370 E-mail: san-kagi@pref.aichi.lg.jp

〇クーラーの他に冷暖房機器を利用し、コチョウランの他のラン科植物、イチゴ、
球根ベゴニアなどの植物の花芽発生に最適な温度環境を提供

 コチョウランは、花茎発生のため
の温度感応部位が株基部にあるこ
とから、株基部及び根圏を冷やす
実用的な局所冷房装置を開発した。

 ダクト構造を持つ発泡スチロール
製の箱型容器に育成株の鉢を並べ、
ダクトを通じてクーラーの冷風を
箱型容器内に送り込む。

 さらに黒不織布で育成株の株元を
覆い、浸水させた不織布の気化熱
による冷却を利用する。

 局所冷房の電力量は、慣行栽培の
温室全体の冷房と比較し、夏期は
25％、秋期は30～50％削減され
た。

図 従来技術と本発明の比較図
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図 局所冷房処理の様子

図 局所冷房装置の構造

縦断面

横断面
浸水用チューブ

クーラー送風機遮熱シート

クーラー

遮熱シート

不織布

不織布


